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はじめに
　私

わたし
たちは毎

まい
日
にち
、いろいろなものをいろいろな目

もく
的
てき
を持

も
って、

いろいろな読
よ
み方

かた
で読

よ
んでいます。例

たと
えば、新

しん
聞
ぶん
や雑

ざっ
誌
し
を読

よ
む

ときは「タイトルや見
み
出
だ
しを見

み
て、読

よ
みたい記

き
事
じ
を探

さが
して読

よ
む」

ことがあるでしょう。小
しょう
説
せつ
や物

もの
語
がたり
を読

よ
むときは「次

つぎ
に何

なに
が起

お
こ

るか予
よ
測
そく
しながら読

よ
む」「文

ぶん
脈
みゃく
から言

こと
葉
ば
の意

い
味
み
を推

すい
測
そく
しながら

読
よ
む」ということもします。論

ろん
文
ぶん
やレポートのような専

せん
門
もん
的
てき
な

文
ぶん
章
しょう
を読

よ
むときは「キーワードを探

さが
しながら読

よ
む」「難

むずか
しい専

せん

門
もん
用
よう
語
ご
を辞

じ
書
しょ
で調

しら
べながら読

よ
む」「一

いち
文
ぶん
ずつ正

せい
確
かく
に母

ぼ
語
ご
に訳

やく
し

ながら読
よ
む」「理

り
解
かい
を確

かく
認
にん
するためにくり返

かえ
し読

よ
む」という読

よ

み方
かた
をします。詩

し
を読

よ
むときは「声

こえ
に出

だ
して読

よ
んで、音

おと
のイメ

ージを楽
たの
しみながら読

よ
む」という読

よ
み方

かた
もあるでしょう。

　「読
よ
む」ことを教

おし
える目

もく
的
てき
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
語
ご
でいろいろな読

よ

み方
かた
ができるようになることです。そのために教

きょう
師
し
は、授

じゅ
業
ぎょう
中
ちゅう
、

どんな「読
よ
み」の練

れん
習
しゅう
や活

かつ
動
どう
をすればいいのでしょうか。今

こん
回
かい

は、まず、私
わたし
たちがどのように読

よ
んでいるか（「読

よ
み」のモデル）

をふり返
かえ
り、次

つぎ
に、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にどんな読

よ
み方

かた
ができるようになっ

てほしいか（「読
よ
み」のストラテジー）を整

せい
理
り
し、最

さい
後
ご
に、どの

ように「読
よ
み」の授

じゅ
業
ぎょう
を計

けい
画
かく
すればいいかを考

かんが
えてみましょう。

「読
よ
み」のモデルとスキーマ

　「読
よ
み」の過

か
程
てい
について、３つのモデルが考

かんが
えられています。

ボトムアップモデル、トップダウンモデル、そして相
そう
互
ご
交
こう
流
りゅう
モデ

ルです。ボトムアップモデルは、文
も
字
じ
や語

ご
彙
い
のような小

ちい
さな単

たん

位
い
から文

ぶん
や段

だん
落
らく
という大

おお
きな単

たん
位
い
へと解

かい
読
どく
を進

すす
めていく「読

よ
み」

のモデルです。トップダウンモデルは、最
さい
初
しょ
に読

よ
む目

もく
的
てき
や予

よ
測
そく

があって、文
ぶん
章
しょう
を読

よ
みながら、目

もく
的
てき
に合

あ
うものを探

さが
したり予

よ
測
そく

が正
ただ
しいかどうかを確

かく
認
にん
したりしながら読

よ
み進

すす
めていく「読

よ
み」

のモデルです。相
そう
互
ご
交
こう
流
りゅう
モデルは、「読

よ
む」ことをボトムアッ

プかトップダウンかというような、一
いっ
方
ぽう
的
てき
な過

か
程
てい
と考

かんが
えず、必

ひつ

要
よう
に応

おう
じて２つのモデルを交

こう
互
ご
に使

つか
い分

わ
けたり組

く
み合

あ
わせたり

することによって「読
よ
み」の過

か
程
てい
が作

つく
られるという考

かんが
え方

かた
です。

　これらのモデルを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルに当

あ
てはめて考

かんが
えてみまし

ょう。初
しょ
級
きゅう
レベルでは、文

も
字
じ
や基

き
本
ほん
的
てき
な語

ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
を正

せい
確
かく
に覚

おぼ

え、それらを自
じ
動
どう
的
てき
に使

つか
えるようになるための練

れん
習
しゅう
のくり返

かえ
し

が中
ちゅう
心
しん
ですから、「読

よ
み」の練

れん
習
しゅう
も限

かぎ
られた語

ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
の知

ち
識
しき

をもとに丁
てい
寧
ねい
に読

よ
み進

すす
んでいくボトムアップモデルの読

よ
みが中

ちゅう

心
しん
になります。しかし初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
、中

ちゅう
級
きゅう
と進

すす
むにつれ、ある程

てい
度
ど

の長
なが
さのまとまった文

ぶん
章
しょう
を読

よ
む練

れん
習
しゅう
が重

じゅう
要
よう
になると、ボトムア

ップモデルだけではなく、トップダウンモデルや相
そう
互
ご
交
こう
流
りゅう
モデ

ルの読
よ
みをうまく組

く
み合

あ
わせることが必

ひつ
要
よう
になります。

　トップダウンモデルや相
そう
互
ご
交
こう
流
りゅう
モデルの読

よ
みでは、読

よ
み手

て
が

テキストの内
ない
容
よう
を「予

よ
測
そく
」したり「推

すい
測
そく
」したりすることが非

ひ

常
じょう
に重

じゅう
要
よう
なはたらきをします。私

わたし
たちはこの「予

よ
測
そく
｣や「推

すい
測
そく
」

をどのように行
おこな
っているのでしょうか。

　何
なに
かを読

よ
むとき私

わたし
たちは、自

じ
分
ぶん
が持

も
っているいろいろな背

はい
景
けい

知
ち
識
しき
（スキーマ）、すなわち、文

も
字
じ
や語

ご
彙
い
、表

ひょう
現
げん
、文

ぶん
型
けい
などの

言
げん
語
ご
知
ち
識
しき
や、テキストの内

ない
容
よう
や構

こう
造
ぞう
についての情

じょう
報
ほう
や知

ち
識
しき
、体

たい

験
けん
などを、読

よ
んでいる内

ない
容
よう
に関

かん
連
れん
づけて意

い
味
み
を理

り
解
かい
しています。

そして、新
あたら
しく入

はい
ってきた情

じょう
報
ほう
が自

じ
分
ぶん
のスキーマと違

ちが
う内

ない
容
よう
を

含
ふく
んでいれば、スキーマは再

さい
構
こう
成
せい
され、「新

あたら
しいスキーマ」に

作
つく
り直

なお
されます。ですから授

じゅ
業
ぎょう
でも、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のスキーマを活

かっ
性
せい

化
か
し「読

よ
み」の活

かつ
動
どう
に結

むす
び付

つ
けていくことが大

たい
切
せつ
になります。

　スキーマは短
たん
時
じ
間
かん
にまとめて導

どう
入
にゅう
すればいいというものでは

ありません。初
しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
から基

き
本
ほん
的
てき
な練

れん
習
しゅう
や活

かつ
動
どう
の中

なか
で、場

ば
面
めん
や

話
わ
題
だい
を適

てき
切
せつ
に調

ちょう
整
せい
することによって、日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
や習

しゅう
慣
かん
、日

に

本
ほん
の文

ぶん
化
か
や現

げん
代
だい
事
じ
情
じょう
などの情

じょう
報
ほう
や知

ち
識
しき
を少

すこ
しずつ導

どう
入
にゅう
して、学

がく

習
しゅう
者
しゃ
のスキーマを豊

ゆた
かにしていくことが必

ひつ
要
よう
です。

「読
よ
み」のストラテジー

　私
わたし
たちは毎

まい
日
にち
の生

せい
活
かつ
の中

なか
で自

じ
分
ぶん
が持

も
っているスキーマを活

かつ
用
よう

Reading
The first step for teaching Japanese.

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
　木

き
谷
たに
直
なお
之
ゆき

第
だい
２回

かい

読
どっ
　解

かい

　海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう
し

てもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。「日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
　イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん

講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない方

かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき

な教
きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ
します。既

すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき

の再
さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。
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して、目
もく
的
てき
に応

おう
じてトップダウンモデルの読

よ
みをしたりボトム

アップモデルの読
よ
みをしたりしています。そして、その中

なか
でい

ろいろな方
ほう
策
さく
（ストラテジー）を使

つか
っています。どんなストラ

テジーを使
つか
っているのでしょうか。トップダウンモデルとボト

ムアップモデル、それぞれの「読
よ
み」でよく使

つか
われるストラテ

ジーを次
つぎ
の表

ひょう
に整

せい
理
り
してみました。

＜トップダウンモデルの読
よ
みのストラテジー＞

¡文
ぶん
章
しょう
の内

ない
容
よう
を予

よ
測
そく
しながら読

よ
む

¡文
ぶん
脈
みゃく
から未

み
知
ち
語
ご
の意

い
味
み
を推

すい
測
そく
しながら読

よ
む

¡文
ぶん
章
しょう
に速

はや
く目

め
を通
とお
して話

はなし
の流
なが
れや大

たい
意
い
をつかむ（スキミング）

¡文
ぶん
章
しょう
から必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
だけを探

さが
しながら速

はや
く読

よ
む（スキャニング）

＜ボトムアップモデルの読
よ
みのストラテジー＞

¡ 重
じゅう
要
よう
な言

こと
葉
ば
や表

ひょう
現
げん
、難

むずか
しい語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
、文

ぶん
などをハイライト

しながら読
よ
む

¡ 複
ふく
雑
ざつ
な構

こう
造
ぞう
の文
ぶん
の意

い
味
み
を理

り
解
かい
する

（修
しゅう
飾
しょく
関
かん
係
けい
や主

しゅ
述
じゅつ
関
かん
係
けい
などを確

かく
認
にん
しながら読

よ
む）

¡文
ぶん
と文

ぶん
の接

せつ
続
ぞく
関
かん
係
けい
や指

し
示
じ
関
かん
係
けい
を確
かく
認
にん
しながら読

よ
む

¡ 文
ぶん
章
しょう
の内

ない
容
よう
の理

り
解
かい
を確
かく
認
にん
しながら読

よ
む

（一
いち
文
ぶん
一
いち
文
ぶん
の理

り
解
かい
から全

ぜん
体
たい
的
てき
な理

り
解
かい
へ）

　上
うえ
の表

ひょう
にあげたものは、「読

よ
み」を効

こう
果
か
的
てき
に進

すす
めるためのス

トラテジーですが、「読
よ
み」の目

もく
標
ひょう
を設

せっ
定
てい
したり、「読

よ
み」の過

か

程
てい
や問

もん
題
だい
点
てん
を自

じ
分
ぶん
で点

てん
検
けん
したり評

ひょう
価
か
したり修

しゅう
正
せい
したりするため

のストラテジー（メタ認
にん
知
ち
ストラテジー）も非

ひ
常
じょう
に重

じゅう
要
よう
です。

私
わたし
たちはさまざまなストラテジーを必

ひつ
要
よう
に応

おう
じて適

てき
切
せつ
に選

せん
択
たく
し

活
かつ
用
よう
しながら読

よ
んでいるのです。

「読
よ
み」の授

じゅ
業
ぎょう
を計

けい
画
かく
する

　では、「読
よ
み」の授

じゅ
業
ぎょう
をどのように計

けい
画
かく
すればいいのか考

かんが
えて

みましょう。授
じゅ
業
ぎょう
で「読

よ
み」を教

おし
えるときにも、今

いま
まで見

み
てきた

ような日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の「読

よ
み」に近

ちか
い状

じょう
況
きょう
を作

つく
り出

だ
すことが必

ひつ
要
よう
です。

そのためにはどのように授
じゅ
業
ぎょう
を組

く
み立

た
てればいいでしょうか。

　ここでは「前
まえ
作
さ
業
ぎょう
」⇒「本

ほん
作
さ
業
ぎょう
」⇒「後

あと
作
さ
業
ぎょう
」の３つの段

だん
階
かい

に分
わ
けて授

じゅ
業
ぎょう
を考

かんが
えてみます。「前

まえ
作
さ
業
ぎょう
」では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にこれ

から読
よ
む文

ぶん
章
しょう
に対

たい
する興

きょう
味
み
や関

かん
心
しん
を持

も
たせることと、文

ぶん
章
しょう
を理

り

解
かい
するのに必

ひつ
要
よう
な言

げん
語
ご
や社

しゃ
会
かい
文
ぶん
化
か
に関

かん
する知

ち
識
しき
を導

どう
入
にゅう
すること

が重
じゅう
要
よう
です。「本

ほん
作
さ
業
ぎょう
」では、「読

よ
む」目

もく
的
てき
に合

あ
わせていろいろ

な「読
よ
み」のストラテジーを効

こう
果
か
的
てき
に使

つか
って読

よ
む練

れん
習
しゅう
が中

ちゅう
心
しん
に

なります。そして、「後
あと
作
さ
業
ぎょう
」では、読

よ
み取

と
った内

ない
容
よう
を生

い
かし

た活
かつ
動
どう
をすることと、文

ぶん
章
しょう
中
ちゅう
に出

で
てきた語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
、文

ぶん
法
ぽう
を利

り

用
よう
して言

げん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
をすることが重

じゅう
要
よう
な活

かつ
動
どう
です。では、それぞ

れの段
だん
階
かい
で具

ぐ
体
たい
的
てき
にどのような活

かつ
動
どう
が考

かんが
えられるのでしょうか。

次
つぎ
の表

ひょう
に整

せい
理
り
してみました。

＜前
まえ
作
さ
業
ぎょう
＞

¡ テキストの内
ない
容
よう
に関

かん
連
れん
した絵

え
や写

しゃ
真
しん
、ビデオ、レアリアなど

を見
み
せたり、テープを聞

き
かせる

¡ テキストのテーマについて、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が持

も
っている知

ち
識
しき
や情

じょう
報
ほう
、

経
けい
験
けん
などを話

はな
させる

¡ 「読
よ
む」のに必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
や知

ち
識
しき
を与
あた
える

¡ キーワードを与
あた
えたり、内

ない
容
よう
理
り
解
かい
に必
ひつ
要
よう
な概
がい
念
ねん
や知

ち
識
しき
を導
どう
入
にゅう
する

¡ タイトルや見
み
出
だ
しから内

ない
容
よう
を予

よ
測
そく
させる

＜本
ほん
作
さ
業
ぎょう
＞

¡ 目
もく
的
てき
を持

も
って読

よ
む（タスク･リーディング）

⇒「読
よ
む」前

まえ
に質
しつ
問
もん
を与

あた
えておく

¡ 大
たい
意
い
を取

と
ることから細

さい
部
ぶ
の正

せい
確
かく
な理

り
解
かい
へ

⇒いろいろな「読
よ
み」のストラテジーを組

く
み合

あ
わせる

¡ 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が正

ただ
しく理

り
解
かい
できているかどうかを確

かく
認
にん
する

¡ 自
じ
分
ぶん
の理

り
解
かい
が正

ただ
しいかどうか、足

た
りないことがないかどうか

をモニターしながら読
よ
む

＜後
あと
作
さ
業
ぎょう
＞

¡ テキストの内
ない
容
よう
についてグループやクラスでディスカッショ

ンする

¡ 同
どう
様
よう
のテーマについてインタビューしたりアンケートしたりする

¡ 感
かん
想
そう
や意

い
見
けん
を作

さく
文
ぶん
に書

か
く

¡ 文
ぶん
章
しょう
中
ちゅう
の重

じゅう
要
よう
な語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
、文

ぶん
法
ぽう
を使

つか
って言

げん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
をする

「読
よ
み」の授

じゅ
業
ぎょう
で注

ちゅう
意
い
しなければならないこと

　最
さい
後
ご
に、「読

よ
み」の授

じゅ
業
ぎょう
を考

かんが
えるときにどんな点

てん
に注

ちゅう
意
い
しな

ければならないか、整
せい
理
り
しておきましょう。

　まず、テキストのレベルが学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルに合

あ
っているかど

うかチェックしましょう。特
とく
にトップダウンモデルの読

よ
みの練

れん

習
しゅう
をさせるときは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって難

むずか
しい言

こと
葉
ば
や文

ぶん
法
ぽう
が多

おお
く含

ふく

まれている文
ぶん
章
しょう
では効

こう
果
か
的
てき
な練

れん
習
しゅう
はできません。難

むずか
しい語

ご
彙
い
や

表
ひょう
現
げん
が少

すこ
し含

ふく
まれているようなレベルの素

そ
材
ざい
を探

さが
すこと、必

ひつ
要
よう

に応
おう
じてテキストを学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルに合

あ
うように書

か
き直

なお
すこと

が必
ひつ
要
よう
です。

　テキストの内
ない
容
よう
が学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
・関

かん
心
しん
に合

あ
っているか、学

がく
習
しゅう

者
しゃ
がどのようなスキーマを持

も
っているかを考

かんが
えることも大

たい
切
せつ
な

チェックポイントです。前
ぜん
述
じゅつ
したように、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のスキーマが

充
じゅう
分
ぶん
ではないと考

かんが
えられる場

ば
合
あい
には、読

よ
む前

まえ
に「読

よ
み」に必

ひつ
要
よう

な情
じょう
報
ほう
や知

ち
識
しき
を導

どう
入
にゅう
したり確

かく
認
にん
したりする作

さ
業
ぎょう
が重

じゅう
要
よう
です。逆

ぎゃく

に、スキーマに頼
たよ
りすぎた「読

よ
み」の弊

へい
害
がい
についても考

かんが
えなけ

ればなりません。持
も
っているスキーマが先

せん
入
にゅう
観
かん
や偏

へん
見
けん
になって、

正
ただ
しい「読

よ
み」ができないこともあります。

　いろいろなタイプの文
ぶん
章
しょう
を選

せん
択
たく
していることも大

たい
切
せつ
なポイン

トです。「予
よ
測
そく
」や「推

すい
測
そく
」がしやすいからといって、物

もの
語
がたり
や

小
しょう
説
せつ
ばかりを読

よ
んでいては、多

た
様
よう
なストラテジーのトレーニン

グができません。さまざまな内
ない
容
よう
や構

こう
造
ぞう
を持

も
つ文

ぶん
章
しょう
をバランス

よく組
く
み合

あ
わせて「読

よ
み」の練

れん
習
しゅう
をすることが大

たい
切
せつ
です。
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